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ズームアップ
「次の世代のために」
坪　．井　朋　子
　「この子が成長して大人になった頃の日本，いえ地球の環境はいったいどうなっているのかしら。」
「水はきれい？土は大丈夫？空気は澄んでる？」…などと最近，私は日に日に大きくなっていく自
分のおなかをながめては，そんなことばかり考えています。
　私は2年半前，昭和63年4月に岡山大学環境管理センターに技術補佐員としてメンバーに加えて
いただき，平成2年6月に退職するまで約2年3か月お世話になりました。その間，環境管理セン
ターの方々をはじめ，先生方には本当に親切にしていただき，また多くのことを学ばせていただき
ました。環境問題について興味を持って考えるようになったのも当センターにお世話になったから
こそだと思っています。今回はズームアップということで，私なりにこの2年3か月の間に感じた
ことを書いてみたいと思います。
　私が環境管理センターで従事していた仕事は主に，無機廃液の処理前，処理後の成分の定量分析，
また有機廃液処理後の洗煙水の成分の定量分析と月一回の実験洗浄排水，最終放流水の定期分析時
の定量分析でした。
　一口に定量分析と言っても，ただ目的成分の値を出せばよいというのなら簡単なのですが，その
値が本当に真の値かどうか自分で納得するまで行うとなると，本当に大変なことです。しかも，環
境管理センターに搬入されてくる廃液の量は年々増大し，その成分も年々複雑になっています。無
機廃液の処理前の原水などは，随時必要に応じて希釈してから分析するのですが，最初の一年目な
どは何を測定しているのか自分で自信が持てないという情けないこともしばしばありました。もっ
と勉強して自分の分析に納得できるようにならなくてはと思いながらも，なんとなく検体に追われ
ているということに逃げて毎日を過ごしていた様に思います。やっとセンターでの一通りの分析項
目を経験して，少し余裕ができかけた頃，私事で長期休暇をいただいてしまい復帰した後はまたあ
．わただしい分析が待ち受けていました。皆様に，ご迷惑をかけて一時は退職も考えましたが，結局
続けさせていただくことになりました。その時，私が感じたのは，せっかく一通りの分析をマスタ
ーしても，期限の3年で退職したり，私のように休職したりすれば，それはそれで終わってしまい，
無駄が多いなということです・毎回成分は異なるけれど，それなりに各学部の廃液の成分の傾向の
ようなものを把握した上での分析はだいぶ手間が省けます。私は何かできる、ことはないかと考え，’
一81一
希釈率や検量線の濃度範囲など自分なりに便利に簡略化したフローチャートを作り，それを残すこ
とに決めました。もちろんJISの方法が大前提ですし，これからまだまだ改善すべき点も多々あ
ると思いますが，この先センターで分析に携わる人に少しでも役に立てばいいなと思っています。
　ところで，私はおなかの中の子供ができてから特に廃液処理，分析の安全性ということに注目す
るようになりました。分析はJIS通りに慎重に行っていれば，決して人体に有害とか危険とかい
うことはめつたにありません。しかし，分析技術そのものがまだ未熟な中で有害物質が未知量高濃
度に入っているとなると，私は必要以上に廃液を扱うことが恐ろしく感じられました。特に水銀の
分析での水銀蒸気の発生には大変気を使いました。そして，分析室の全体の換気やドラフトがもう
少し充実していれば，もっと言えばすべての分析行程をドラフト内で行うことができれば，より安
全にかつ迅速に分析が行えるのではないかと思いました。そして，ほんの微量の廃液を分析してい
るに比べ，実際に多量に廃液を処理されている方々の危険のことを考えると本当に大変な仕事だと
考えずにはいられませんでした。私は処理の方のことは，不勉強でよくわかりませんが処理におい
てもより安全に行うことができる様，より充実した設備が整うことを望みます。
　勝手なことばかり書いてしまいましたが，次の世代，またその次の世代のため，よりよい地球環
境が守られるよう，岡山大学環境管理センターがますます，充実，発展されることを祈っています
私も私なりに一主婦として環境を守る努力をしていきたいと思っています。お世話になりました。
　RS．皆様に守っていただいたおなかの子は，無事五体満足で出生しました。ありがとうござい
ました。　（編集冠註：坪井　一馬，平成2年9月2日生）
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